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第14回全国大会情報   
　来る10月28日・29日（27日はプレ大
会）、岡山大学にて日本協同教育学
会第14回大会を開催します。多くの
皆様のご来場をお待ちしています。大
会１ヶ月前を目途にプログラムのPDF
ファイルを学会HPにアップします。恐
れ入りますが各自で印刷のうえ大会当
日に持参ください。学会経費節減のた
め、なにとぞご協力ください。

大会テーマ
　協同教育と学習評価　

記念講演
  期日：大会初日（10月28日・土）
13:30̶15:10
  講師：西岡加名恵先生（京都大学
教授）
  演題：「主体的・対話的で深い学
び」の実現とパフォーマンス評価

１．大会日程・会場・スケジュール
▶プレ大会  2017年10月27日（金）：
　岡山県立倉敷青陵高等学校
　12:30－12:55　受付
　13:00－13:30　全体会

　　　　　　　（学会関係者のみ）
　13:50－14:35　公開授業（６限）
　14:45－15:30　公開授業（７限）
　15:50－17:00　各教科別研究協議
▶本大会1日目 2017年10月28日
　（土）：岡山大学教育学部講義棟
　  8:50－ 9:30　受付
　  9:30－ 9:50　開会式
　10:00－12:00　自由研究発表
　12:15－13:20　総会・休憩
　13:30－15:10　記念講演
　15:30－17:30　ワークショップ・ラウン
ドテーブル

　18:00－20:00　情報交換会
▶本大会２日目 2017年10月29日
　（日）：岡山大学教育学部講義棟
　  8:30－ 9:00　受付
　  9:00－12:00　自由研究発表・ワー
クショップ・ラウンドテーブル

　12:00－13:00　休憩
　13:00－16:00　自由研究発表・ワー
クショップ

　16:00－16:10　閉会式

２. 大会参加費
会　員　事前振込：3,500円
　　　　当日支払：4,000円
非会員　事前振込・当日支払とも
　　　　4,000円
学部生・大学院生　1日につき 
　　　　2,000円（プレ大会を除く）
※プレ大会のみ参加の場合、参加費
は不要

３. 情報交換会参加費
会員・非会員とも　5,000円

　　（事前振込・当日支払とも同額）
学部生・大学院生　3,000 円

４. 事前参加申込と参加費入金
受付締切日　9月29日（金）
学会HPの「第14回大会のページ」
（https://jasce.jp/conf1401.php）か
ら「Ⅲ．大会参加並びに研究発表申
込」の「事前参加申し込みはこちらか
ら」にアクセスし、必要な情報を入力
してください。その後、「Ⅳ．大会諸費
用及び納入方法」で必要な金額を確
認し、下記の口座に振込をお願いしま
す。
▶郵便局の「口座間送金（電信振
替）」もしくは「電信払込み請求書」
による送金の場合
　口座記号番号　１５４７０－３８４１１
７１１

　加入者名　日本協同教育学会第
14回大会準備委員会

▶銀行口座からのお振込みの場合
　銀行名　ゆうちょ銀行
　口座名称（漢字）　日本協同教育
学会第14回大会準備委員会

　口座名称（カナ）　ニホンキョウドウ
キョウイクガッカイダイジュウヨンカ
イタイカイジュンビイインカイ

　店名（店番）　五四八店 (548)
　預金種目・口座番号　普通・３８４１
１７１

（注1）大会当日も参加を受け付けます
が、受付での混雑を避けるために、
できるだけ事前参加申込・振込をお
願いします。

学会ホームページhttp://jasce.jp

（次ページへ続く）

JASCE

日本協同教育学会 会員向けニューズレター



「JASCE NEWS」　040号（平成29年9月23日発行）

（注2） プレ大会に参加される方は必
ず事前参加申込をお願いします。
参観希望教科の登録も必須です。

５．問い合わせ先
　〒700－8530
　岡山県岡山市北区津島中3－1－1
　岡山大学教師教育開発センター

　TEL&FAX: 086-251-7752
　　（教師教育開発部門：高旗）
　e-mail: taikai@jasce.jp
　プレ大会に関してもこちらが問い合
わせ先です。岡山県立倉敷青陵高
等学校への連絡はお控え下さい。

●『協同と教育』への投稿募集中
　『協同と教育』への投稿は随時受
け付けています。投稿受理から査読
を経て採択が決定されるまでに通常、
数ヶ月を要します。学会機関誌『協同
と教育』第13号（2017年発行）に向
けての積極的な投稿をお待ちしており
ます。

＜ベーシック＞
7月29日(土)～30日(日)
　会場：創価大学（八王子市）
　　（教職大学院棟Ｖ409教室）
　講師：大場浩正
　創価大学で開催されたベーシック
には25名が参加されました。小学校
から大学・専門学校と多校種の先生
方が、遠くは宮城県や島根県から参
加されました。多くの先生方に参加頂
き嬉しい限りでしたが、講師としては１
人でも25人でも、やるべきことは同じ
であり、一人一人を大切に、心を込
めてワークショップを担当させて頂きま
した。特に、今回は基礎的なファシリ
テーションの技術も取り入れながら協
同学習の基本的なことを皆さんととも

に学びました。参加者の皆さんには、
他校種の方から積極的に多くのことを
学ぼうとする姿勢や態度が見られまし
た。ペアやグループでの多くの対話を
通してお互いを承認し、安心・安全な
環境の中で自由に意見交換を行い、
より深い議論や豊かな学びを育むこと
出来たのではないかと思っています。

（大場）

8月26日(土)～27日(日)
　場所：南山大学（名古屋市）
　　人間関係研究センターD 棟
　講師：須藤文・石田裕久
　名古屋で南山大学人間関係研究
センター主催の協同学習ワークショッ
プ（ベーシック）が実施されました。今

年は久留米大学から須藤文さんを初
めて講師に迎えての開催で、参加者
は31名。参加された方々からは「学
生の教育に限らず、人との関係を築
くための協同であることを再認識でき
た」「たくさんの仲間と話ができ、周りの
人にもこの感覚を味わってほしい、職
場にも広げていきたい」などの感想が
寄せられました。 （石田）

＜アドバンス＞
7月29日(土)～30日(日)
　会場：創価大学（八王子市）
　（教職大学院棟Ｖ309教室）
　講師：久保田秀明
　７月29日～ 30日に東京・八王子の
創価大学で開催された認定ワークショ
ップAdvanceに10名の参加者が集
い、白熱したディスカッションが行われ
ました。小学校から大学までの全ての

校種にわたる先生方が、遠くは栃木
県、新潟県、鳥取県などからも参加さ
れました。
　協同は、優しく温かいだけの関係
で学ぶことではないこと。「仲間を高
め・仲間の支援に応える」という責任
が求められる、厳しい学びの形態であ
るからこそ、主体的で自律的な態度
が育成されるという点を中心に、「個人
の責任」や「評価のあり方」について

活発に意見を交換し、協同教育への
理解を深め合いました。 （久保田）

学会ワークショップ開催報告
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学び」とは何が本質で、如何にして実
現されるかを考えます。
◇特別例会（NALS）のお知らせ
　11月23日（木）14時～ 17時、モン
ゴル国立教育大学ニャムジャブ教授、
モンゴル国立教育大学附属学校オユ
ンバト教諭をはじめ、モンゴルの教育
研究者４名をお招きして、モンゴルに
おける学びあいの授業研究をテーマ
にした特別研究会を開催します。日本
語通訳付です。会場は名古屋大学
教育学部第3講義室です。
　連絡先：水野正朗（東海学園大学
　mizunokita@yahoo.co.jp）

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇9月29日(金 )に参加者34名で開
催予定です。後期開講の時期を迎え
ましたので、研究会での学び合いを
活用し、より良い授業実践につなげて
いきたいと思います。
　ご発表いただくのは、船橋市立看
護専門学校の氏原葉子先生で、テー
マは「実習カンファレンスでの協同学
習」です。日々の看護学臨地実習の
終わりに行われるカンファレンスは、学

生が仲間と学びを共有し深め合う貴
重な場です。しかし、セレモニー化し
てしまい、新鮮味が失せ沈黙により沈
没しかけた状況に苦慮する先生方も
おられるようです。これを打開するのが
協同学習です。今回、氏原先生の教
育実践を拝聴し、生き生きと学び合え
るカンファレンスについてディスカッショ
ンします。
　掲載写真は前回7月28日(金)のも
のです。
◇今後の開催予定
　場所：グランフロント大阪北館2階
　ナレッジキャピタルThe Labアクティ
ブスタジオ
　時間：19時～ 21時、日程：11月24
日、2018年1月26日、3月23日
　参加申し込み先：緒方巧（梅花女
子大学　t-ogata@baika.ac.jp）

（岡山・中国方面）
協同学習研究会
◇第2回研究会は当初予定の日程を
変更し、9月23日（土）に開催となりま
した。次号にて当日の模様をお伝えし
ます。
◇今後の開催予定
　平成29年度の今後の開催日程
は、第3回：12月2日、第4回：平成
30年3月3日、いずれも土曜日の午後
2時～ 5時30分、岡山大学教師教
育開発センター東山ブランチで開催し
ます。第３回は倉敷市立味野中学校
教頭の赤崎哲也先生（授業改革推
進リーダー）にご発表頂くことになって
います。第４回以降で発表のご希望

をおもちの方は高旗までお知らせくだ
さい。なお、上記の定例の4回の他、
随時「EXTRA」を開催予定です。
　連絡先：高旗浩志
（岡山大学教師教育開発センター 
takahata@okayama-u.ac.jp）

（福岡・九州方面）
授業づくり研究会
◇第５回協同教育フェスタ
　7月22日（土）午前10時～午後5
時、「協同教育フェスタ」を久留米大
学御井キャンパスで開催しました。長
田敬五先生（日本歯科大学）「LTD 
based PBL：実践のポイントと効果」、
牧野典子先生（中部大学）「協同学
習を基盤とした避難所運営ゲーム
（HUG）でめざす大学生の地域防災・
減災意識の育成」など充実した内容
でした。参加者は80名を超え、北は
北海道から南は沖縄まで、全国から、
多様な専門性をお持ちの皆さんに参
加いただき、大変な盛会でした。
◇今後の日程
　授業づくり研究会の今後の日程は
調整中です。決定し次第、お知らせ
いたします。参加申込みは協同教育
研究所「結風」のHPからお願いしま
す（http://yuikaji.me/wiki.cgi）。
　連絡先：安永悟
（yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp）

（北海道地域）
北海道アクティブ・ラーニング（協同と
創造の授業づくり）研究会
◇夏季研修会開催報告
　毎夏恒例の夏季研修会が、7月27
日～28日にホテルライフォート札幌（札
幌市中央区）で行われました。1日目
は、小学中学分科会と高校大学分科
会に分かれて合計6組の実践報告が
なされた後、全体会で鹿内会長によ
る講評・講演がありました。
　2日目は主体的・対話的で深い学
びを目指す授業づくりの入門、実践、
理念がテーマで、午前は石垣顧問に

よる実践にあたっての具体的な心が
けを中心としたワークショップ、午後は
関田先生による理論と理念を中心とし
たワークショップが展開されました。総
勢82名の参加者はそれぞれの学び
と、道内外の仲間（道外からの参加
者もおられました！）との交流を通して得
た熱を持ち帰られたことでしょう。（事務
局　大和田）
　連絡先：大和田秀一（酪農学園大
学 owada@rakuno.ac.jp、TEL 
011-388-4777）

（東京・関東地域）
協同教育カフェin八王子
◇次のオープンカフェは12月9日（土）
の予定です。協同教育カフェを始め
て3年になります。現在、内容は検討
中ですが、複数のセッションを並行し
て開き、色々な話題について参加者
が選んで一緒に学び合う、一日がかり
のイベントにしたいと考えています。多

くの皆さんの参加をお待ちしています。
　連絡先：関田一彦

（sekita@soka.ac.jp）

（名古屋・東海地域）
Learning Design Community（静岡
県）
◇次回の予定
　8月21日に予定しておりました
LearningDesignCommunity 第 11
回、聖心女子大学文学部教育学科
　益川弘如先生との合同勉強会は、
12月26日に延期になりました。

名古屋・協同の学びをつくる研究会
◇10月例会のお知らせ
　10月例会を10月20日（金）19時か
ら名古屋大学教育学部第1講義室
で開催します。発表者は大村勝久先
生（静岡県立浜松北高校）。テーマ
は「高校数学における協同学習による
深い学び」。高校数学における「深い

各地の研究会・勉強会

会員による実践研究会等の開催がありましたら広報委員会（koho@jasce.jp）まで情報をお寄せください。

＜ベーシック＞
◇12月9日(土)～10日(日)【主催】
　会場：中京大学（名古屋市）
　名古屋学舎 0604教室｠
　講師：水谷　茂
＜アドバンス＞
◇11月11日(土)～12日(日)【公認】
　会場：南山大学（名古屋市）

　人間関係研究センターD棟
　講師：関田一彦・石田裕久
◇12月9日(土)～10日(日)【主催】
　会場：中京大学（名古屋市）
　名古屋学舎 0605教室｠
　講師：未定
＜一日研修＞
◇11月26日（日）【主催】

　会場：中京大学（名古屋市）
　名古屋学舎 0604教室
　講師：水谷　茂
※定員になり次第、受付を終了しま
す。お申込み方法、ならびにワー
クショップの詳細は下記URLをご
覧ください。

（https://jasce.jp/1031workshop.php）

学会ワークショップ今後の予定（判明分）
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学び」とは何が本質で、如何にして実
現されるかを考えます。
◇特別例会（NALS）のお知らせ
　11月23日（木）14時～ 17時、モン
ゴル国立教育大学ニャムジャブ教授、
モンゴル国立教育大学附属学校オユ
ンバト教諭をはじめ、モンゴルの教育
研究者４名をお招きして、モンゴルに
おける学びあいの授業研究をテーマ
にした特別研究会を開催します。日本
語通訳付です。会場は名古屋大学
教育学部第3講義室です。
　連絡先：水野正朗（東海学園大学
　mizunokita@yahoo.co.jp）

（大阪地域）
協同学習を用いた看護教育研究会
◇9月29日(金 )に参加者34名で開
催予定です。後期開講の時期を迎え
ましたので、研究会での学び合いを
活用し、より良い授業実践につなげて
いきたいと思います。
　ご発表いただくのは、船橋市立看
護専門学校の氏原葉子先生で、テー
マは「実習カンファレンスでの協同学
習」です。日々の看護学臨地実習の
終わりに行われるカンファレンスは、学

生が仲間と学びを共有し深め合う貴
重な場です。しかし、セレモニー化し
てしまい、新鮮味が失せ沈黙により沈
没しかけた状況に苦慮する先生方も
おられるようです。これを打開するのが
協同学習です。今回、氏原先生の教
育実践を拝聴し、生き生きと学び合え
るカンファレンスについてディスカッショ
ンします。
　掲載写真は前回7月28日(金)のも
のです。
◇今後の開催予定
　場所：グランフロント大阪北館2階
　ナレッジキャピタルThe Labアクティ
ブスタジオ
　時間：19時～ 21時、日程：11月24
日、2018年1月26日、3月23日
　参加申し込み先：緒方巧（梅花女
子大学　t-ogata@baika.ac.jp）

（岡山・中国方面）
協同学習研究会
◇第2回研究会は当初予定の日程を
変更し、9月23日（土）に開催となりま
した。次号にて当日の模様をお伝えし
ます。
◇今後の開催予定
　平成29年度の今後の開催日程
は、第3回：12月2日、第4回：平成
30年3月3日、いずれも土曜日の午後
2時～ 5時30分、岡山大学教師教
育開発センター東山ブランチで開催し
ます。第３回は倉敷市立味野中学校
教頭の赤崎哲也先生（授業改革推
進リーダー）にご発表頂くことになって
います。第４回以降で発表のご希望

をおもちの方は高旗までお知らせくだ
さい。なお、上記の定例の4回の他、
随時「EXTRA」を開催予定です。
　連絡先：高旗浩志
（岡山大学教師教育開発センター 
takahata@okayama-u.ac.jp）

（福岡・九州方面）
授業づくり研究会
◇第５回協同教育フェスタ
　7月22日（土）午前10時～午後5
時、「協同教育フェスタ」を久留米大
学御井キャンパスで開催しました。長
田敬五先生（日本歯科大学）「LTD 
based PBL：実践のポイントと効果」、
牧野典子先生（中部大学）「協同学
習を基盤とした避難所運営ゲーム
（HUG）でめざす大学生の地域防災・
減災意識の育成」など充実した内容
でした。参加者は80名を超え、北は
北海道から南は沖縄まで、全国から、
多様な専門性をお持ちの皆さんに参
加いただき、大変な盛会でした。
◇今後の日程
　授業づくり研究会の今後の日程は
調整中です。決定し次第、お知らせ
いたします。参加申込みは協同教育
研究所「結風」のHPからお願いしま
す（http://yuikaji.me/wiki.cgi）。
　連絡先：安永悟
（yasunaga_satoru@kurume-u.ac.jp）

（北海道地域）
北海道アクティブ・ラーニング（協同と
創造の授業づくり）研究会
◇夏季研修会開催報告
　毎夏恒例の夏季研修会が、7月27
日～28日にホテルライフォート札幌（札
幌市中央区）で行われました。1日目
は、小学中学分科会と高校大学分科
会に分かれて合計6組の実践報告が
なされた後、全体会で鹿内会長によ
る講評・講演がありました。
　2日目は主体的・対話的で深い学
びを目指す授業づくりの入門、実践、
理念がテーマで、午前は石垣顧問に

よる実践にあたっての具体的な心が
けを中心としたワークショップ、午後は
関田先生による理論と理念を中心とし
たワークショップが展開されました。総
勢82名の参加者はそれぞれの学び
と、道内外の仲間（道外からの参加
者もおられました！）との交流を通して得
た熱を持ち帰られたことでしょう。（事務
局　大和田）
　連絡先：大和田秀一（酪農学園大
学 owada@rakuno.ac.jp、TEL 
011-388-4777）

（東京・関東地域）
協同教育カフェin八王子
◇次のオープンカフェは12月9日（土）
の予定です。協同教育カフェを始め
て3年になります。現在、内容は検討
中ですが、複数のセッションを並行し
て開き、色々な話題について参加者
が選んで一緒に学び合う、一日がかり
のイベントにしたいと考えています。多

くの皆さんの参加をお待ちしています。
　連絡先：関田一彦

（sekita@soka.ac.jp）

（名古屋・東海地域）
Learning Design Community（静岡
県）
◇次回の予定
　8月21日に予定しておりました
LearningDesignCommunity 第 11
回、聖心女子大学文学部教育学科
　益川弘如先生との合同勉強会は、
12月26日に延期になりました。

名古屋・協同の学びをつくる研究会
◇10月例会のお知らせ
　10月例会を10月20日（金）19時か
ら名古屋大学教育学部第1講義室
で開催します。発表者は大村勝久先
生（静岡県立浜松北高校）。テーマ
は「高校数学における協同学習による
深い学び」。高校数学における「深い

各地でワークショップや研究会が精力的に行われています。学会ＨＰでご確認ください。
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